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アイリスオーヤマ株式会社（本社：宮城県仙台市、代表取締役社長：大山 晃弘）は、9 月 1 日の

「防災の日」を前に、地震火災対策の重要性を伝えるメディア向け防災ワークショップを 2026 年 8 月

20 日に開催しました。本イベントでは、仙台市危機管理局 防災・減災部 減災推進課長 神倉 崇様が

登壇し、世界初の「産学官金民連携による防災共創コンソーシアム＝Xross Innovation BOSAI（クロ

ス・イノベーション・ボウサイ）」の取り組みについて紹介しました。また、連携から着想を得て開発

した新商品「感震ブレーカー（ブレーカー遮断タイプ）」をホーム事業統括部ハード・ガーデン事業部 

事業部長 上山 竜広が発表しました。 

 

■政府の方針とメディア向け防災ワークショップの開催背景 

 

政府は、1995 年の阪神・淡路大震災や 2011 年の東日本大震災において、電気に起因する火災が多数

発生したことを踏まえ、地震火災対策の重要性を指摘しています。また、政府が 2026 年 6 月に「首都

直下地震緊急対策推進基本計画」を 11 年ぶりに改訂し、2035 年度までに感震ブレーカーの設置をおお

むね完了させ、焼失棟数を削減する方針を示し、感震ブレーカーの普及促進を進めています。本イベント

では、喫緊の社会課題である地震火災による被害を最小限に抑える対策を紹介するとともに、通電火災

のリスクを軽減する新商品「感震ブレーカー（ブレーカー遮断タイプ）」を発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜イベントレポート＞ 

9 月 1 日の「防災の日」を前に、新商品「感震ブレーカー」を発表 
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と連携し、メディア向け防災ワークショップを開催 

家庭の防災対策を見直し、地震火災への備えを考える機会に 

右から仙台市危機管理局 防災・減災部 減災推進課長 神倉 崇（かみくら たかし）様、 

アイリスオーヤマ株式会社 ホーム事業統括部ハード・ガーデン事業部 事業部長 上山 竜広（かみやま たつひろ） 
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■地震火災リスク低減へ、感震ブレーカー普及の重要性を発信 
 

イベント冒頭では、防災士の資格を有する当社の若佐 涼平が登壇し、直近で発生した令和 8 年熊本

地震にも触れながら、今後発生が懸念される巨大地震に伴う地震火災のリスクや、感震ブレーカーの

普及率が全国で約 5.2％※1、首都直下地震緊急対策区域で約 20％※2にとどまっている現状を紹介しました。

若佐は、「感震ブレーカーの認知と設置率はまだ十分とは言えません。今後は、より多くの方が取り

入れやすい製品の開発や、設置しやすい仕組みづくり、さらなる普及活動が重要だと考えています。」

と述べ、感震ブレーカーの普及の重要性を強調しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■社会全体で進める防災へ 産学官金民連携の重要性を紹介 

 

続いて、本イベントで連携したXross Innovation BOSAI の発起人である仙台市危機管理局の神倉 崇様

が登壇し、喫緊の社会課題の解決に向け、産学官金民連携による取り組みの必要性を紹介しました。 

 

Xross Innovation BOSAI 事業は、減災目標の達成に向けた行動計画である「仙台市震災対策アクション

プラン」に基づく取り組みです。2028 年 3 月末までに、甚大な被害が予測される対象地域において、

感震ブレーカーの設置率 30％以上、火災発生防止行動の認知率 90％以上の達成を目標に掲げ、参画

事業者が持つ顧客接点を活用し、普及啓発に取り組んでいます。神倉様は、「各事業者が持つ顧客接点を

活用し、市民が日常生活の様々な場面で、地震火災のリスクや感震ブレーカーの仕組みについて理解を

深める機会を創出します。」と語りました。さらに、「今後も、感震ブレーカーの認知向上から理解促進、

設置行動へとつなげる取り組みを進め、地震発生時の電気火災の防止を目指します。」と考えを示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

当日の様子 感震ブレーカーの普及の重要性を強調する若佐 

産学官金民連携の重要性を紹介する神倉様 

※1：総務省消防庁「感震ブレーカーに関するこれまでの取組状況と課題」より参照。 

※2：首都直下地震緊急対策推進基本計画（令和 8 年 6 月 12 日 閣議決定）より参照。 
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■新商品「感震ブレーカー（ブレーカー遮断タイプ）」の特長と設置イメージを紹介 
 

その後、ホーム事業統括部の上山 竜広が登壇し、1995 年の防災用品発売から 31 年を迎えた当社が、

ユーザーイン発想に基づくモノづくりに取り組んできた背景を紹介しました。あわせて、2011 年の東日本

大震災以降、災害復興に向けた支援を積極的に行ってきたことや、全国の自治体との防災協定や包括

連携協定の締結、「3.11 プロジェクト」を通じた地域防災や復興への貢献について説明しました。 

 

 そして、2026 年 8 月 21 日より発売予定※3の「感震ブレーカー（ブレーカー遮断タイプ）」を発表

しました。「感震ブレーカー（ブレーカー遮断タイプ）」は、工事不要でアース付きコンセント※4に差し

込むだけで使用できます。自動傾き補正機能により、電源を入れた後に自動で重力方向を測定するため、

角度調整が不要です。 

  

会場では、デモンストレーションを実施し、実際の使用手順に沿って、設置から作動までの流れを

紹介しました。揺れが収まり電気が復旧した際に、損傷した電源配線や電気製品などが火元となり発生

する通電火災のリスクの低減を示しました。あわせて、過去に発生した地震を基にした再現動画も上映

し、感震ブレーカーによる備えの重要性を視覚的にわかりやすく紹介しました。上山は、「本商品は、

より多くのご家庭で無理なく備えを取り入れていただけるよう、設置のしやすさに配慮して開発しま

した。本商品を通じて、地震火災を減少させる取り組みを目指します。」とコメントしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地震火災ゼロに向けた今後の展望を共有 

  

イベントの最後には、地震火災ゼロに向けた今後

の展望について意見を交わしました。神倉様は、「国

際防災指針『仙台防災枠組』の理念を社会に実装し、

災害による被害を継続的に軽減できる循環型社会

を実現したい。」と話しました。上山は、「安全な暮

らしを実現する商品開発を行い、被災企業としての

発信を通じた防災・減災への啓蒙活動を推進してい

きます。」と述べました。さらに、防災は個人だけ、

行政だけで取り組むものではなく、社会全体で進め

ていく時代であるとの認識を共有しました。今後も

両者は、共創を通じた防災強化地域の普及と、地震

火災ゼロの未来を目指します。 

 

 

 

 

 

 

新商品の特長を紹介する上山 デモンストレーションの様子 

今後の展望を語る神倉様（右）と上山（左） 

※3：2026 年 8 月 20 日より公式通販サイト「アイリスプラザ」で予約販売開始。 

※4：アース接続をしないと本製品は動作しません。アースピンまたはアース線による接地接続が可能です。 
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■登壇者プロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「Xross Innovation BOSAI（クロス・イノベーション・ボウサイ）」について 
・「Xross Innovation BOSAI（クロス・イノベーション・ボウサイ）」：https://xi-bosai.jp/ 

 

■ブランドサイト 
・「3.11 プロジェクト」：https://www.irisohyama.co.jp/company/sdgs/project/project311/ 

・感震ブレーカー：https://www.irisohyama.co.jp/emergency-supplies/seismic-breaker/ 

 

■商品仕様※5 

商品名 感震ブレーカー（ブレーカー遮断タイプ） 

型番 IR-KB-B 

商品画像 

 

製品寸法 約幅 55×高さ 80×奥行 38mm 

定格電圧 AC100V（50/60Hz） 

定格消費電力 0.3W 

動作環境温湿度・ 

保管環境温湿度 
-10℃~40℃/90%Rh 以下（ただし結露なきこと） 

適応主幹ブレーカー 定格感度電流※630mA 以下 漏電ブレーカー（高速形） 

設置場所※7 壁面のコンセント（アース接続できるもの※8） 

地震感知 

震度 5 強相当以上 

「感震ブレーカー等の性能評価ガイドライン」に準拠 

250gal 周期 0.5 秒にて作動、80gal 周期 0.3 秒にて不動作 

発売日 2026 年 8 月 21 日 

参考価格 オープン価格 

 

 

 

 

※5：商品の仕様は予告なく変更する場合があります。 

※6：定格感度電流とは漏電ブレーカーが作動（ドリップ）する漏洩電流の基準値です。 

※7：本体取り付けは地面から厳密に垂直でなくても構いません、動作開始時に本体の傾き補正を自動で行います。 

※8：アース接続しないと動作しません。 

 

【仙台市危機管理局 防災・減災部 減災推進課長 神倉 崇（かみくら たかし）様】 

 
仙台市において、防災イノベーションを基盤とした

減災政策の推進を担う。産学官金民の連携を主導し、世

界 17 カ国・地域から約 300 の企業・団体が参画する 

「仙台 BOSAI-TECH イノベーションプラットフォーム」

の立ち上げをけん引。その経験を生かし、施策の高度化

と防災産業の育成に寄与している。 

【アイリスオーヤマ株式会社  

ホーム事業統括部ハード・ガーデン事業部 事業部長 上山 竜広（かみやま たつひろ）】 

 

2011 年、アイリスオーヤマ株式会社に入社。営業部門

やマーケティング部門を経て、2023 年 4 月より現職

に就任。安全な暮らしを実現する商品企画を行い、被災

企業としての発信を通じた防災・減災への啓蒙活動を推

進中。 

https://xi-bosai.jp/
https://www.irisohyama.co.jp/company/sdgs/project/project311/
https://www.irisohyama.co.jp/emergency-supplies/seismic-breaker/

